
今月のことば

大綱で

令ID7年 (2025)5角

見えないも

<No.225> 

ヽ． 
卜

仏私
さが
まさ

はび

さし

びい

しと
いき

のに
0 、

● ア？｀｀會

私

が

さ

び

し

い

と

き

に

、

お

母

さ

ん

は

や

さ

し

い

の

私

が

さ

び

し

い

と

き

に

ぉ

太

だ

ち

は

笑

う

の

。

私

が

さ

び

し

と

き

に

、

よ

そ

の

人

は

知

ら

な

い

の

曹こ

さ
び
し
い
と
き

全
子
み
す
ず

金子みすすさんの詩を読むと、ホッと安心するような、ハッと気づかされるような気持ちになり

ます。私たちが日常生活では意識することのない、 「大切な、でも見えないもの」 を、具体的な

言葉にしてくれているからでしょうか？

親鸞聖人が、仏さまのはたらきについて、次のように書かれている一節があります。

仏は、数限りない世界のすみずみにまマ・満ちわたっ.,.おられる。

すなわちすべ.,.の命あるものの心なのマ•ある。 『唯信紗文意』

目には見えないかもしれないが、仏さまのはたらきはあらゆる世界に満ちわ

たり、私たちの心にも必す届いている、というお言葉です。金子みすすさんの

詩を発掘し、世に広めた矢崎節夫さんは、次のように語っています。

『金子みすずこころの宇宙』矢崎節夫より

みすずさんの 「さびしいとき」を読むと、なんだかとってもうれしくなります。…

仏さまはわたしたちの外にいらっしゃるのではありません｀わたしたちの中に、わたしたち

と一体となって、いてくださるのです.zして、わたしたちがさびしいと思ったその瞬間、仏さま
は自分のさびしさとして、一緒にさびしかってくださっていたのです。…さびしさを自分のことと

して、まるごと受け入れてもどしてくれるのです。この時、わたしのさびしさは、半分になって返っ

てくるのです。

「さびしいね」「さびしいね」と仏さまか“こだま＂してくれるたびに 、わたしのさびしさ

は半分の半分の半分(/)•••と 、 減っていくのです。 蕊

［一,9̀  心日山真光寺
私だちの心に、とんな時も仏さまがいてくださることを忘れないようにしだい

ものです。そして「なまんだぶ。なまんだぶ。」とお念仏申すたびに、私たちは

そのことを思い出すことができます。


